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東博暢
株式会社日本総合研究所

プリンシパル

総務省 ICT街づくり推進会議 スマートシティ検討WG（第7回）
平成30年5月28日(月)14:00～16:00
於：総務省8階 第1特別会議室

海外のデータ活用型スマートシティの現状（概要）

資料７－３



Copyright (C)  The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.1

（出所）各種公開資料を基に日本総研作成
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（2016-2020年）

中国

欧米を中心に、ICTを活用したスマートシティプロジェクトが実施されている。
近年では、中国をはじめ、東南アジアでもICTを利活用したデータ活用型スマートシティ開発が盛んである。
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The World’s Cities in 2016
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In  2016             54.5 %

●●% of the world’s population lived in urban settlements…

The Number of “megacities”(more than 10 million inhabitants)

In  2016             31

By 2030             41

By 2030             60.0 %
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参考 : 2017 Global Startup Ecosystem Ranking

（出所） “Global Startup Ecosystem Report 2017” Startup Genome
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Sidewalk Toronto概要
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 Sidewalk Labs 概要

 Alphabet社が2015年都市生活改善を担う組織として設立、2018年現在トロントの新たなまちづくりに参画中

（出所）Sidewalk Labs / Sidewalk Torontoサイト情報、外部公開記事情報より日本総研作成

Sidewalk Labs
概要

 2015年6月 「都市生活の改善に取り組むこと」 を目的としてGoogleが新子会社としてSidewalk Labsの設立を発表。
同年8月、Larry Page氏は持株会社「Alphabet」を設立、その傘下にGoogleやSidewalk含む各種事業体を置くことを
発表。 Sidewalk LabsのCEOには、2002年にニューヨーク市副市長に就任し、グラウンドゼロの再開発や大規模住宅
計画等に尽力した元BloombergのCEOであるDan Doctoroff氏が就任。

 Sidewalk Labsは、“Reimagining cities from the internet up”をVISIONに掲げ、8つのPrinciplesとして、People, 
Interactions, Opportunity, Sharing, Adaptability, Diversity, Shared Values, Coordination Without Controlを掲げる。

 Sidewalk Labsの活動情報の公開は当初Link NYCなど限られていたものの、2017年10月、Waterfront Torontoと合同で
のSidewalk Torontoという取り組み発表を機に、主としてトロントのまちづくりについて積極的な活動・情報公開を
進めている。

Sidewalk Labs Principles：

① People
Cities are about people. Whenever we improve the human experience, we 
improve the city. Whenever we ignore it, we make things worse.

② Interactions
Cities serve people by fostering interactions, both planned and unplanned, 
among individuals, their ideas, and their creations. Whenever cities are 
divided—by wealth, race, or any other factor—their people suffer

③ Opportunity
Cities are engines of opportunity. They are the most effective tool humanity 
has for lifting people out of poverty, and for enjoying a high quality of life 
without destroying our planet.

④ Sharing
The inherent power of cities is that they are shared, which helps everyone 
achieve a level of productivity, efficiency, and savings that we can never 
achieve as individuals.

⑤ Adaptability
Cities thrive when they adapt along with the needs of their citizens, 
which change constantly but gradually.

⑥ Diversity
Openness to newcomers—which celebrates equity, inclusion, and 
diversity—is what keeps even the oldest cities moving forward

⑦ Shared Values  
Cities work best when their diversity is anchored by a shared set of 
values. These can vary from city to city, giving each one its unique 
character.

⑧ Coordination Without Control
Cities require coordinated actions among people, whether to 
manage congestion or to preserve public safety. But the most 
effective coordination is not just top-down; rather, it balances 
inclusiveness, efficiency, innovation, and preservation.
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 Waterfront Torontoの開発対象エリアは北米で開発中の都市の中で最大規模で、今後も人口増が予想されている
 直近はSidewalk LabsとともにまずはQuaysideと呼ばれるエリアを対象に開発を進めていく予定

（出所）Waterfront Toronto RFP（2017/3）、 Sidewalk Labs Vision Sections of RFP Submission、Sidewalk Toronto Press Backgrounder(2017/10)より日本総研作成

開発の全体像

 トロントは北米4番目の都市で、今後25年間で都市部の290万人の人口は32％増、メトロエリアの670万人の人口は42％増
が見込まれている。世界で最も多様性を持つ都市として、人口の51％が海外で生まれ、140の言語が使用されている都市

 将来的な再開発が予定されているトロントのダウンタウン南西に位置するウォーターフロントエリアは325ha超の面積で、
現在北米で開発中の都市の中で最大規模。

 開発において対応すべき主なチャレンジ / プロジェクト目標としては、北米で最も早く成長している都市として、既に

不足している都市インフラの整備や、サステナビリティ、弾力性を確保した開発、都市イノベーションの推進、政府の
予算制約の中での新たなパートナーシップモデルの構築等が挙げられている

 Waterfront Toronto による2017年3月のRFPで開発対象とされ、Sidewalk Labsの提案が採択された直近の開発対象範囲は、
トロントの東側のウォーターフロントのQuaysideと呼ばれる4.9haのエリアで、現在はいくつかの工業用の建物や駐車場
のみが存在。

 Toronto における開発の全体像
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 Sidewalk Toronto 概要

 2017年Sidewalk LabsとWaterfront Toronto合同の取り組みとして発足し、Quaysideエリアの開発から検討開始

Sidewalk 
Toronto 概要

 2017年3月のWaterfront Toronto*によるパートナー公募のRFPの結果、Sidewalk Labsの提案が採択され、
2017年10月に両社合同の取り組みとしてSidewalk Torontoが発表される。
*2001年トロントのウォーターフロントエリアの開発促進を目的にカナダ連邦政府、オンタリオ州政府、トロント市が共同で設立した組織

 Sidewalk Torontoは、トロントのウォーターフロントに多目的の完全なコミュニティを作り出すことを目指し、
都市デザインと新技術を組合せ“ people-centered neighborhoods”や経済的な機会を創造、生活に関わる各種水準
（Sustainability, Affordability, Mobility）の向上をはかる。

 開発の検討はRFPで対象とされているQuaysideから開始し、2018年に年間を通じパブリックポリシーや規制の影響含む
“Master Innovation and Development Plan” (MIDP)を作成する予定。
また、2017年11月1日付のInnovation and Funding Partner Framework Agreement において、Sidewalk Labs はMIDP作成
に向けて直近12か月で5,000万ドルまでの拠出をコミットしている

（出所） Sidewalk labs/ Sidewalk Toronto サイト情報、Public Engagement Plan（2018/2）、Innovation and Funding Partner Framework Agreement （2017/11）より日本総研作成
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 Sidewalk Toronto Vision - Public Roundtable 2018/3/20 (1/3)

（出所）Sidewalk Toronto Public Roundtable 資料

 Sidewalk Torontoは第1回Roundtable以降は下記8つのVisionを掲げている (3/20はそれぞれ簡単な説明のみ実施)
 Sidewalk Labsのサイトに掲載の6つのVisionと区切りが異なり、Privacy & Data Governanceが追加されている。
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 Sidewalk Toronto Vision - Public Roundtable 2018/3/20 (2/3)

（出所）Sidewalk Toronto 公開動画、Public Roundtable 資料

 Sidewalk Torontoは第1回Roundtable以降は下記8つのVisionを掲げている (3/20はそれぞれ簡単な説明のみ実施)
 Sidewalk Labsのサイトに掲載の6つのVisionと区切りが異なり、Privacy & Data Governanceが追加されている。
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 Sidewalk Toronto Vision - Public Roundtable 2018/3/20 (3/3)

（出所）Sidewalk Toronto 公開動画、Public Roundtable 資料

 Sidewalk Torontoは第1回Roundtable以降は下記8つのVisionを掲げている (3/20はそれぞれ簡単な説明のみ実施)
 Sidewalk Labsのサイトに掲載の6つのVisionと区切りが異なり、Privacy & Data Governanceが追加されている
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 Sidewalk Toronto 2018年の主な活動予定

（出所） Sidewalk Toronto Public Roundtable 資料

 2018年を通じたマスタープラン作成を目標に、RoundtableやPublic Talks等の活動を広く開催予定としている。

2018年を通じパブリックポリシーや規制等を
含むマスタープラン(MIDP)を作成する予定で、
様々なPublic Engagementの活動を並行して進
めていくことを公表。

Public Engagementでは、Torontoでのプロジェクト状況を伝えるRoundtableや有識者を交えたテーマ別の公開討論を行うPublic Talks
の他、学生等の若手を対象としたフェローシッププログラムやYMCAキャンプなど、住民の関与を促すプログラムを広く提供している
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参考 : Sidewalk Toronto が Public Engagement において考慮している主な要素や関係者の討議希望事項

（出所） Sidewalk Toronto Public Engagement Plan（2018/2）

 Sidewalk Toronto が住民など関係者との協働において考慮している要素としては下記6つが挙げられている。

直近のRoundtable等では
住民の関心が特に高いと
思われるプライバシーや
モビリティ、持続可能性、
ハウジング関連の言及が多い
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参考 : Sidewalk Toronto が Public Engagement で用意している関係者のプロジェクトへの関与方法（1/2）

（出所） Sidewalk Toronto Public Engagement Plan（2018/2）より日本総研作成

 幅広いコミュニケーションチャネルを準備し、関係各位と広く情報共有、意見・アイデア交換をはかっている

Public Talks は
3/27
“The Future of
Complete Streets”
4/24
“Affordable 
Urban Housing”
をテーマに開催済。
今後は9/26, 10/16
に開催予定 （テー
マは未発表）。

Roundtableは3/20, 
5/3開催済。
今後は7/11, 10/3
に開催予定

4/21,  5/5, 6/2,
6/23, 9/29開催
予定（資料公開なし）

6/30オープン予定
と発表あり
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参考 : Sidewalk Toronto が Public Engagement で用意している関係者のプロジェクトへの関与方法（2/2）

（出所） Sidewalk Toronto Public Engagement Plan（2018/2）より日本総研作成

 関係者とのコミュニケーションについて幅広いチャネルを準備し、意見やアイデアの収集をはかっている

660人の応募者から
12人を選抜済

5/25応募〆切で抽選
にて参加者を決定。
7月に3回開催予定
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 Sidewalk Toronto Public Roundtable #1 2018/3/20 （Snap Shot）

 全4回の開催予定のPublic Roundtableの初回が3/20に開催、ビジョンやプロジェクト概況等が紹介される

（出所）Sidewalk Toronto 公開動画、Public Roundtable 資料、CP24公開動画より日本総研作成

イベント概要
（抜粋）

 Meg Davis氏(Waterfront Toronto Chief Development Officer)とRit Aggarwala氏(Sidewalk Labs Head of Urban
Systems)がトロントの住民等数百人の出席者の前でプロジェクト概況をプレゼンテーション、FacebookでLivestreamを実施。

 プレゼンテーションではプロジェクトの具体的内容への言及は少なく、ビジョンや開発エリアが抱える主なチャレンジ等の大局的
な内容を中心に紹介。プライバシーやサステナビリティ、オープンスタンダードや官民協力の必要性等について触れる。

 開発中アプリとして、Old Torontoというアーカイブされたトロントのその地点の過去の写真を見ることができるもの等を紹介

 Q&Aでは詳細なビジネスモデル等のいくつか質問があり、データの保有者や保管場所などについては、Sidewalk Labs と
Waterfront Torontoで未だ交渉中である旨の回答にとどまる。

 プレゼンテーション後の住民等参加型のラウンドテーブルの様子は当日の一般公開はなし （カナダのケーブルTV局CP24の
放送動画では参加者の概ね好意的なコメント紹介の後、具体的に何をどうしていくかは多くの疑問が残るかという旨の紹介）
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 Sidewalk Toronto Public Roundtable #2 2018/5/3 （Snap Shot）

 Public Roundtableの第2回目は5/3に開催、プライバシーポリシーの策定等、前回からの活動進捗が紹介される

（出所）Sidewalk Toronto 公開動画、Public Roundtable 資料より日本総研作成

イベント概要
（抜粋）

 John Brodhead氏(Sidewalk Labs) 、第1回同様のMeg Davis氏とRit Aggarwala氏を中心に前回から5週間の活動進捗や
直近活動予定等を紹介。Responsible Data Use、Mobility、Housing Affordabilityについては各担当から個別に説明を実施

 前回からの進捗で、Fellowship Programの選抜者決定、Residents Reference Panelの開催、各コミュニティとの連携状況や
80以上の専門家がボランティアで協力予定の旨を紹介。議論の出発点としてResponsible Data Use Policy Frameworkをま
とめたこと、新Office Spaceの開設予定等にも言及。また、Old Torontoのアプリ利用状況やTransit Exploreβ版公開も紹介

 Responsible Data Useについては、 Privacy by Designに基づき、今後の更新前提でData Use Policyを公開した点、便益を
起点に透明性、オープン性、コミュニティの信頼確保に努める等のPrinciples等を紹介。MobilityやHousing Affordabilityにつ
いては、現状や課題、今後意見を聞きたいと考えている想定論点等を紹介

 Q&Aではデータ共有の危険性や、透明性・オープン性といったポリシーに基づく意思決定者や方法、データのマネタイズ、住
民でない小売店への規定等の質問があり、アドバイザリーパネル等の専門家含む討議で引き続き検討していく等の回答

18
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参考 : Sidewalk Toronto Public Roundtable 今後の開催予定と想定内容

（出所） Sidewalk Toronto Public Roundtable 資料より日本総研作成

 2018年のPublic Roundtableの予定は下記の通り。
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 Sidewalk Toronto Public Talks – The Future of Complete Streets 2018/3/27 （Snap Shot）

 第1回のPublic TalksでStreetに焦点を絞った有識者からの情報共有や討論を実施

（出所）Sidewalk Toronto 公開動画より日本総研作成

 “The Future of Complete Streets”というタイトルで第1回目のPublic Talksが現地時間2018年3月27日に開催。ストリート関
連の有識者からプレゼンテーション、公開討論、質疑応答が行われる。

 ＮＡＣＴＯのSkye Duncan氏は、ストリートは移動の場だけではなく、遊びや学習、食事の場など、多くの側面を持ち、使われ方
は時間帯等にもよって様々である点などの特徴、安全に配慮したストリート作りの必要性や各国での事例等を紹介。

 8-80 CitiesのGil Penalosa氏は、”Shared Street”の観点、デモクラシーやフレキシビリティ、子供や高齢者への配慮、今後
の人口増への対応、変化は満場一致の賛成で進むわけではない点等、変化を進める上で必要な / 留意すべき点を紹介。

 Gahl InstituteのShin-Pei Tsay氏は、文化や気候は街ごとに変わったとしても、人が街をどう体験（experience）するかから
考え始める点は共通である旨や、ストリートを取り巻く様々な構成要素や考慮すべきポイントについてなど紹介。

 Ｑ＆Ａでは、人だけではなく、動物の視点も考慮有無やオープンデータの利用について等の質問に回答し、次回はHousing 
関連をテーマにPublic Talksを行う旨を紹介。

イベント概要
（抜粋）
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 Sidewalk Toronto Public Talks – The Future of Affordable Urban Housing 2018/4/24 （Snap Shot）

 第2回のPublic TalksでAffordable Housingに焦点を絞った有識者からの情報共有や討論を実施

（出所）Sidewalk Toronto 公開動画より日本総研作成

 “The Future of Affordable Urban Housing”というタイトルで第2回目のPublic Talksが現地時間2018年4月24日に開催。住
居関連の有識者からプレゼンテーション、公開討論、質疑応答が行われる。

 CPCのRafael Cestero氏は、NYCにおける官民・非営利組織連携による手頃な住居環境の提供に向けた取り組みで、$1な
どほぼ無償での土地提供、固定資産税や密度によるボーナス、助成金などの行政の積極的な関与等を紹介。

 Ryerson City Building InstituteのCherise Burda氏は、GTAでのコンドミニアムの開発状況や、人口や年齢、居住環境の変遷、
開発されるコンドミニアムもすぐに売れてしまうなど、供給が問題になっている点等を紹介。

 CatalystのStephanie Allen氏は、最低賃金では生活できない住環境があることや、コミュニティに基づくアプローチで、小売り、
教会、住居の複合利用の建物の事例など、コミュニティの資産はコミュニティの手にあることが重要である点等を紹介。

 Ｑ＆Ａでは、障害を持った方への対応や、個別の住居ではなく交通含めた観点での対応、プロジェクトを進める上での資金の
確保や関係者との連携の進め方、ディベロッパーへのインセンティブ等についての質問に回答。

イベント概要
（抜粋）

21
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 Sidewalk Toronto Pavilion

 住民に検討中のアイデアを紹介し、フィードバックを得る場として2018/6/30にパビリオンの開設を予定

（出所）Sidewalk Toronto サイト情報、Google Map、Public Engagement Plan(（2018/2）より日本総研作成

 Sidewalk Torontoのメインオフィスであり、スタジオ、展示、ワークショップスペース等としても活用を予定する施設として、
2018年6月30日にSidewalk Toronto Pavilionをオープンすることを発表している。

 設計・デザインはカナダのLebel & BoulianeとDaily Tous Les Joursと協働で実施。Sidewalk Torontoが検討しているまちの
未来像を形作ることを促進するスペースを作ることを目指す。トロントの住民が現在検討中のアイデアに触れ、フィードバック
を得る場とすることを計画している。

概要

22

c.f.2018/2のPublic Engagement Planにおける記載内容

Waterfront Torontoの直近
開発対象エリア(Quayside)
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 Sidewalk Toronto Fellowship Program

 19-24才が世界の都市を視察してパブリックレポートを作成するプログラムを予定、12人を選抜

 19-24才を対象とし、ボストン・ニューヨーク、アムステルダム、コペンハーゲン、バンクーバーを訪問した後に、
Sidewalk Toronto / Quaysideのための提案含むパブリックレポートを作成する6か月超のフェローシッププログラムを提供。

 660人のトロントの住民から応募があり、4人の専門家のレビューを経て、12人のフェローを選抜。

概要
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（出所） Sidewalk Toronto Public Roundtable資料、 Public Engagement Plan(（2018/2）より日本総研作成

2018/2のPublic Engagement Planより抜粋

2018/3/20 Public Roundtable資料より抜粋2018/5/3 Public Roundtable資料より抜粋
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 Sidewalk Toronto YMCA Camp

 子供の意見も積極的に取り込むため、子供を対象とした無料のキャンプを企画し、現在応募者を募集中

 9-12才の子供を対象とし、ウォーターフロントについて学び、未来に向けたアイデアを探索する無料キャンプを、YMCAとの
パートナーシップで提供予定 （保護者も開発に関するアイデアを共有するためのサマーBBQに招待予定）。

 Sidewalk Torontoは対応すべき住民のニーズとして子供も対象としており、子供のユニークな声をプランニングプロセスの一
部として取り入れ、Quaysideを形作ることを意図していると説明。

 実施時期は2018/7/10-14、7/17-21、7/24-28の3回が予定されており、参加者は該当エリアに住む住民の応募の中
から抽選により決定（応募〆切は5/25）。

概要
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2018/2のPublic Engagement Planより抜粋

（出所） Sidewalk Torontoサイト情報、Public Roundtable資料、 Public Engagement Plan(（2018/2）より日本総研作成

2018/3/20 Public Roundtable資料より抜粋
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参考 : Privacy ＆ Data Governance関連 – “Our Approach To Data Privacy” 2017/10/16最終更新

（出所） Sidewalk Toronto “Our Approach To Data Privacy”より日本総研作成

 Sidewalk Torontoは2017年10月の活動当初から“Our Approach To Data Privacy”として、
データプライバシーへのアプローチの重要性や今後の活動に向けた基本的な考え方等を表明

デジタルレイヤーの構築の文脈
におけるプライバシー保護が主
な責任であり機会と捉えている。

ローカルコミュニティと独立した
カナダのプライバシーの「専門家
と密に連携してアプローチを策定

当初のコアとなる原則は、
Privacy by Design
コミュニティへの利益供与
アカウンタビリティ

データプライバシーに関する活動はSidewalk Toronto
の成功に極めて重要。
コミュニティは信頼なくして存続することはない。

Sidewalk Torontoのデジタル
インフラはスクラッチで開発
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 2018/3/20開催のSidewalk Torontoの第1回Public Roundtableでは、Rit Aggarwala氏(Sidewalk Labs Head of Urban
Systems)のプレゼンテーションで、技術中心ではなくプライバシーを尊重している旨、オープンスタンダードによるデータ活用
やPrivacy by Designに沿った開発等に言及。

 プレゼン資料には、データ利用はQOLの向上や公共の利益のために行われ、広告目的での個人情報の利用や販売はしない
旨のほかに、情報信託などイノベーティブなガバナンスモデルの探求についても記載あるものの、詳細な言及はなし。

 Q&Aにおけるデータの保有者や保管場所などの質問については、Sidewalk Labs と Waterfront Torontoで未だ交渉中であ
る旨の回答にとどまる。

26

参考 : Privacy ＆ Data Governance関連 – 2018/3/20発表時のVision等

（出所） Sidewalk Toronto Public Roundtable 資料より日本総研作成

 3/20の第1回Public Roundtableで8つのビジョンのひとつとしてPrivacy & Data Governanceを紹介
 ビジョンとして、透明性があり、説明可能で、責任あるデータ利用に向けた新たな基準を設定することを掲げる

概要
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 2018/5/1にSidewalk Torontoは“ Responsible Data Use Policy Framework version 0.2”を公開。
データや情報の収集・保管・利用・処理・保全をどのように行うかの意思決定に向けた6つの原則、
アドバイザリーボードやパブリックのフィードバックから決定した4つのフォーカスエリア、
フォーカスエリア毎のコミットメント（プライバシーエリアのみ）と対応していく質問を記載している。

 6つの原則として、便益享受に向けた明確な意図を持ったデータ収集や活用、それらを透明性を持って実施すること、イノベーション
やアントレプレナーシップ促進に向けたオープンなデータ利用、コミュニティとのプロアクティブなエンゲージメント、コミュニティの信頼
獲得、多様性・インクルージョンや基礎的な人権としてのプライバシーに適合する人間第一のアプローチといった原則を示している。

 4つのフォーカスエリアを設定し、個人情報がどのように収集・利用・共有されるかについての個人のコントロール、データの利用・コント
ロール・オーナシップ・保管、利用可能なデータの範囲や期間、データ保護と侵害の可能性の最小化について、活動するとしている。

 Sidewalk Torontoはデータ収集・利用を統制する“Responsible Data Use Policy”が、2018年末リリース予定の“Master Innovation 
and Development Plan”の重要な要素となるとし、ポリシー作成に向けて独立した専門家とコミュニティの代表者からなる「データガバ
ナンスワーキンググループ」を招集。
オンタリオ州の情報・プライバシー委員を3期務め、Privacy by Designの提唱者であるDr. Ann Cavoukian氏や、カナダ政府の元臨
時プライバシー委員のChantal Bernier氏、Waterfront Torontoのデジタル戦略アドバイザリーパネルを含む、他のアドバイザーとも同
ワーキンググループは活動を共にするとしている。

参考 : Privacy ＆ Data Governance関連 – “Responsible Data Use Policy Framework”

（出所） Sidewalk Toronto“ Responsible Data Use Policy Framework version 0.2”より日本総研作成

 Sidewalk Torontoはデータ収集や利用に関する“Responsible Data Use Policy Framework”を5/1に公開
 6つの原則と4つのフォーカスエリアをフレームワークとして示し、今後も専門家含め検討を続けるとしている

記載概要0

6 principles;
1. Beneficial purpose
2. Transparent
3. Open
4. Proactive Engagement
5. Community trust
6. People first

4 areas of focus;
1. Privacy
2. Data stewardship
3. Access to data
4. Data security

27
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参考 : Privacy ＆ Data Governance関連 - Public Roundtable #2 2018/5/3 紹介資料

（出所） Sidewalk Toronto 公開動画、Public Roundtable 資料より日本総研作成

 5/1公表の“Responsible Data Use Policy Framework”について、5/3のPublic Roundtableで紹介された資料は下記
 5/1公表資料とほぼ同内容で、Roundtableでは、今後の詳細化・更新が前提であるフレームワークである旨の説明あり

28
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4 areas of focus;（参考）一部抜粋

1. Privacy 

 環境データ等の個人特定されないデータにも適切なガイドラインやポリシーを適用する。

 プライバシーを尊重し、以下をコミット ： 個人情報の収集・利用の理由や方法を個人にわかりやすく明確にプロアクティブに伝える。

 Privacy by Designのアプローチでプライバシーの観点を始めから組み込む。

 オプトインで個人認証が必要な場合、個人がデータ利用の方法をコントロールする有意の方法を保有、デフォルトでは個人情報は匿名化される。

 個人の優位の同意を求め、その選択を遵守する。

 新技術やプログラムの設計においてプライバシーやセキュリティリスクが特定・適切に対処されるようプライバシーの影響・リスクのアセスメントを実施。

 データガバナンスアドバイザリーグループに従い、主なイニシアティブのプライバシーに関する示唆の要約は前もって公表する。

 広告目的での個人情報の第三者への販売や利用はしない。

2. Data stewardship

 データ利用に関する意思決定の監督者、データの保管場所、データのライセンス/共有方法の規定に関する考慮を含む。

 強固なデータ管理ポリシーは公共と個人の利益のバランスをとらねばならない。

3. Access to data

 オープンなアクセスは公共生活に関する様々な参画、イノベーション、学習、改善を促進する。

 オープンスタンダードによるデジタルプラットフォーム、3rdパーティーの開発者への十分に設計・ドキュメント化・サポートされたAPIの提供を想定している。

4. Data security

 データの保護のために最高のソリューションやパートナーとともに活動し、プラットフォームを利用する全てのものに対して同様の高い水準のセキュリティ
を要求。

 セキュリティや匿名化プロトコルについての第三者の監査を歓迎する。

参考 : Privacy ＆ Data Governance関連 – “Responsible Data Use Policy Framework”

（出所） Sidewalk Torontoサイト情報、Public Roundtable資料より日本総研作成
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中国
新型智慧城市

（出所）中国新型智慧城市建设与发展综合影响力评估结果通报
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河北雄安新区规划纲要
中共河北省委

河北省人民政府
2018年4月

以疏解北京非首都功能为“牛鼻子”推动京津冀协同发展，高起点规划、高标准建设雄安新区。
——习近平总书记在中国共产党第十九次全国代表大会上的报告

目录

前言

第一章 总体要求
第一节 设立背景
第二节 新区概况
第三节 指导思想
第四节 发展定位
第五节 建设目标

第二章 构建科学合理空间布局
第一节 国土空间格局
第二节 城乡空间布局
第三节 起步区空间布局

第三章 塑造新时代城市风貌
第一节 总体城市设计
第二节 城市风貌特色
第三节 历史文化保护

第四章 打造优美自然生态环境
第一节 实施白洋淀生态修复
第二节 加强生态环境建设
第三节 开展环境综合治理

第五章 发展高端高新产业
第一节 承接北京非首都功能疏解
第二节 明确产业发展重点
第三节 打造全球创新高地
第四节 完善产业空间布局

第六章 提供优质共享公共服务
第一节 布局优质公共服务设施
第二节 提升公共服务水平
第三节 建立新型住房保障体系

第七章 构建快捷高效交通网
第一节 完善区域综合交通网络
第二节 构建新区便捷交通体系
第三节 打造绿色智能交通系统

第八章 建设绿色智慧新城
第一节 坚持绿色低碳发展
第二节 构建绿色市政基础设施体系
第三节 合理开发利用地下空间
第四节 同步建设数字城市

第九章 构筑现代化城市安全体系
第一节 构建城市安全和应急防灾体系
第二节 保障新区水安全
第三节 增强城市抗震能力
第四节 保障新区能源供应安全

第十章 保障规划有序有效实施
第一节 完善规划体系
第二节 建立规划实施制度机制
第三节 创新体制机制与政策
第四节 强化区域协同发展

附表：新区规划主要指标

附图
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 雄安新区の概要 ①政策的な位置づけ

 北京市から100km南の地域での新都市建設プロジェクト。習近平総書記の「肝煎り」で、深圳経済特区と上海
浦东新区に続く国家級新区とされる。全体の対象エリアは1770 km2 （うち先行エリアは20～30km2）。

出所：国務院《河北雄安新区规划纲要》よりより日本総研作成

「河北雄安新区計画綱要」

 第一章 全体方針

 第二章 合理的な空間レイアウト

 第三章 新時代の都市の姿

 第四章 自然生態系

 第五章 高品質ハイテク産業

 第六章 良質な公共サービス

 第七章 迅速な効率的な交通網

 第八章 グリーンインテリジェント都市

 第九章 都市安全システム

 第十章 実施体制と推進方法

• 習近平総書記が掲げる「特色ある社会主義」思想に
基づき、新時代を象徴する重大な歴史的・戦略的選択
とされる。

• 北京の首都機能緩和が第一の目的とされ、中国を代表
するスマートシティとする目標が掲げられている。

• 2018年2月、中央政治局常務委員会の要請を受けて京津
冀共同発展チームが「河北雄安新区計画綱要」発表。
本綱要が雄安新区の計画建設の基本方針。

• 計画期間は2035年まで。
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 既存の街並みのない地域での開発のため、制約条件の少ないインフラ敷設が可能。各種データの収集及びマネジメ
ント機能を持ち、関連産業の創出や住民向けサービスの展開を計画している。

 環境負荷が低く生活利便性が高い街とするため、通
信インフラ、セキュリティ機能を備えた街づくりを
進める。データ集積による関連産業の発展を促進す
る。

 交通インフラとともに、通信インフラ、エネルギー
インフラの「三位一体開発」を行い、オーダーメイ
ド型の公共交通を基本とする交通網を構築する。

 システムの安全が確保された企業や個人の「データ
口座」を構築することで、信頼性の高い民生サービ
スや医療サービスの提供を可能にする。

※ただし詳細計画は、京津冀共同発展チーム実際に開発を担うデ
ベロッパーが検討している最中（2018年5月現在）。そのため、
データプラットフォームのあり方やインフラ敷設方針については
未定の要素が多いと思われる。

出所：国務院《河北雄安新区规划纲要》より

先行開発エリアのレイアウト

先行して20～30km2の開発を進める。複数のデベロッパーに
担当地区を割り振り並行して開発を進めるものと推察される
（関連事業者への日本総研による聞き取りをもとに）。

開発方針

 雄安新区の概要 ②都市開発の特徴
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第八章 建设绿色智慧新城
第一节 坚持绿色低碳发展
第二节 构建绿色市政基础设施体系
第三节 合理开发利用地下空间
第四节 同步建设数字城市（デジタル都市建設）

构建全域智能化环境。
推进数字化、智能化城市规划和建设，建立城市智能运行模式，建设智能能源、交通、物流系统等；构建城市智能治理体系，建设全程
在线、高效便捷，精准监测、高效处置，主动发现、智能处置的智能政务、智能环保、数字城管。
建立企业与个人数据账户，探索建立全数字化的个人诚信体系。
健全城市智能民生服务，搭建普惠精准、定制服务的智能教育医疗系统，打造以人为本、全时空服务的智能社区。

全面的なスマート環境を構築する。
都市のデジタル化・スマート化計画の策定と実現によって、スマート運用モデル、つまりスマートエネルギー、交通、物流などの
システムを構築する。また都市行政のスマート化を進め、オンラインでの高効率な行政手続きや環境保護、都市管理を実現する。

企業・個人のデータ口座を構築し、完全にデジタル化された個人信用システムの構築を模索する。
（それにより）信頼性の高い民生サービスや、教育・医療サービスの提供を可能にし、住民本位のスマートコミュニティを構築する。

参考 : データの取り扱いについての言及

 方針レベルであるが、第八章 第四节において都市空間でのデータの取り扱いについての言及が見られる。
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 欧米より端を発した、データ利活用型のスマートシティ開発は、現在中国をはじめ、CLMV等、
新興諸国に拡大している。

 特に、中国や新興アジア諸国は、都市開発において日本の都市計画のノウハウや関連する技術を
「まだ」必要としている。（→「サービス/プラットフォーム×インフラ」の輸出）

 データ活用においては、住民や専門家からのフィードバックを積極的に得るためのPublic 
Engagementの活動が世界的にも充実してきており、VisionやPrincipleなどの方針や原則を広く提示
、発信してフィードバックを得ながら都市計画も修正している。

 ビジネスとしては、自社の担当領域やコアコンピタンスと他者から協力を得る部分の切り分けや
オープンイノベーション手法を有効に活用し、プロジェクトの差別化要素の明確化、それらを最大
限活かす活動主体と異業種連携のチームアップ方法の検討が世界的になされている。

 都市開発では、長期的な視点での知識や経済の集積を狙い、スタートアップ含む企業やプロジェク
ト、新たな住民の積極的な誘致を図っている。

 また、都市開発の計画段階から、専門家の知識を積極的に活用するスキームを組んでおり、長期的
な視点でのエコシステム作りとそれを具体的に実現する為の仕組みづくりについて、マルチステー
クホルダープロセスにより取り組むプロジェクトが増加している。

まとめ



Copyright (C)  The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.36

今後の我が国の
スマートシティ開発戦略にむけて
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既存のアセット中心
の街づくりにおける

エリアマネジメント
体制

（デベロッパー中心）

×

サイバー空間とリアル空間が融合した超スマート社会でのエリア＆データマネジメント

（都道府県/市町村）官民データ活用推進計画

官民データ活用推進協議会
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「街づくり」自体にパラダイムシフトが起こりイノベーションが起こっている。
加えて、街づくりは、すべての政策イシュー・ビジネスチャンスを含んでいる。
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今後、地域や社会課題に最適なデータ連携基盤（都市プラットフォーム）の設計が重要となる
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Thank you

hironobu.azuma.7

azuma.hironobu@jri.co.jp


